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令和７年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立茅ケ崎高等学校長（定時制）  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・生徒一人ひとりの

能力やニーズを踏

まえながら、生徒

の「生きる力」を

育む教育課程の編

成に取り組む。 

・基礎学力の確実な

定着を図るため

に、主体的・対話

的で深い学びの実

現に向けた授業改

善を組織的に推進

する。 

・生徒の「主体的に学習

に取り組む態度の向上

および定着」に向け

て、授業改善を目的と

した計画的・組織的な

取組を充実させる。ま

た本校の生徒にどのよ

うな授業を展開すると

効果的に「確かな学力

の向上および定着」へ

導けるのか、全体で検

討し共有する。 

・個別最適な学びの実現に

向けた教育課程編成と募

集停止に伴う生徒数及び

教職員数減少を見据えた

カリキュラムの検討を行

う。 

・授業研究会や日頃の情報

交換などを通じて、生徒

が主体的に学習に取り組

み、基礎学力の定着に向

けたＩＣＴの活用や教材

の研究を行う。 

・「主体的に学習に取り組

む態度」について、信頼

度の高い評価方法を確立

させて実際に導入するこ

とができたか検証する。 

・生徒が記入する授業の振

り返りシート、定期試験

の結果、生徒による授業

評価アンケートの回答結

果等から授業改善の取組

が反映されているか検証

する。 

・授業評価の回答結果を
分析したところ、多く
の質問項目について、
「とてもよく当てはま
る」「やや当てはま
る」の合算回答が前年
度より平均 7.5 ポイン
ト増えていた。一方で
「授業の中で身に付い
たことを実感すること
ができた」という質問
に対しては前年度比
9.9 ポイント減少して
いた。 

 
・生徒数及び教職員数減
少を見据えたカリキュラ
ム及び年間行事予定を策
定することができた。 

・授業評価の回答結果
から、各教科におい
て、これまで以上に
「課題解決型」の授
業を展開できるよう
組織的にして、授業
で習得した知識・技
術を活用できる機会
を増やす必要があ
る。  

・生徒の学習能力差が
顕著になりつつある
ことから、今後も個
別最適な学びの実現
に向け、組織的な取
り組みを図ることが
必要である。 

・授業評価結果から多
くの項目で改善が見
られ、主体的な学び
が定着しつつある一
方、「授業で身に付
いたことを実感でき
た」の項目が減少し
ている点は課題であ
る。 

・生徒数、教職員数の
減少を見据えたカリ
キュラムの再編が進
んでいる点は評価で
きる。 

・生徒の学習能力差が
顕著になりつつある
とのことだが、適切
な学びができるよう
な支援をお願いした
い。 

・授業評価の回答結
果より、生徒の
「主体的に学習に
取り組む態度の向
上及び定着」の改
善が見られた。し
かし、「授業で身
に付いたことを実
感できた」の項目
が減少している点
は改善の余地があ
る。 

・生徒数及び教職員
数減少を見据えた
カリキュラムの再
編や年間行事予定
の精選を行い、個
別最適な学びの実
現を図った。 

・引き続き、授業
研究会を行い、
個別最適な学び
の実現に向けた
取組を組織的に
行う。 

・基礎学力の定着
や「課題解決
型」の授業展開
を模索すること
で、授業で修得
した知識・技能
を活用できる授
業改善のさらな
る推進を行う。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

・基本的生活習慣の

確立と、社会的規

範意識の醸成を図

り、社会性を養

う。 

・自己肯定感、自己

有用感を高める。 

・個性や多様性を尊

重し合える豊かな

心を育成する。 

・生徒が規範意識を持っ

て学校生活を送り、安

全で安心できる学校づ

くりを生徒と教職員が

一体となって推進して

いく。 

・個々の生徒が抱えてい

る困りの解消に向けた

組織的支援相談体制の

さらなる強化を図る。 

 

・校内外の巡回を年間通じ

て組織的に行い、安全で

安心できる学習環境を維

持するとともに、挨拶・

会話を通して相互の信頼

関係の深化を図る。 

・担任、養護教諭、SC、

SSW との連携を深め、

個々の生徒に向き合い、

課題に対し丁寧な指導を

継続する。 

・授業や学校行事など、校

内外の活動において社会

のルールに則り、自覚あ

る行動をとることができ

たか。 

・生徒一人ひとりの困りに

寄り添い、意欲的に学習

に取り組める安心・安全

な「学びの場」を提供す

ることができたか。 

・近隣からの苦情やトラ

ブルなど無く、社会の一

員として自覚ある行動が

とれる生徒を育成するこ

とができた。 

・SC、SSW、CO、養護教

諭、外部機関と連携を密

に図り、生徒一人ひとり

の困りの解消に努めた

が、すべてを解消するに

は至らなかった。 

・引き続き校内外の巡

回、日々の生徒への声

掛けなどを通して、生

徒が安全で安心できる

学校作りに邁進する。 

・外部機関との連携を

さらに強化し、生徒一

人ひとりの個別の困り

の解消に向けた組織的

な支援体制の構築を図

る。 

・巡回や声掛けを通じ
て、生徒が安心して
学校生活を送ること
ができた点は評価で
きる。 

・外部機関との連携に
より個別支援を強化
し、生徒の「困り」
の解消に努めた点は
評価できるが、課題
としてすべての「困
り」の解消には至っ
ておらず、さらなる
支援体制の充実が必
要である。 

・巡回や声掛けを年
間通して、組織的
に行ったことで、
生徒が安心して学
校生活が送れる環
境を構築した。 

・外部機関との連携
を強化したこと
で、生徒個別の困
りの解消を実現す
ることができた
が、すべての困り
の解消には至らな
かった。 

・生徒自身が主体
的に規範意識を
高める活動の導
入や、社会性を
育む機会の拡充
を図る。 

・引き続き、巡回
や声掛けを行う
とともに、外部
機関とのさらな
る連携強化を行
い、すべての生
徒の困りの解消
の実現を目指
す。 

３ 進路指導・支援 

・学習活動を通じて,

生徒の基礎的・汎

用的能力を段階的

に育成し、生徒一

人ひとりが自己の

生き方、あり方を

考え、主体的に希

望の進路を実現で

きるよう支援体制

を充実させる。 

・自らの進路や自己実現

に向けて、主体的に取

り組むことのできる態

度を育成する。 

 

・進路実現に向けた情報

と学習機会の提供を組

織的に行っていく。 

・オープンキャンパスやイ

ンターンシップへの参加

を促し、生徒が主体的に

進路実現に向けた行動が

とれるよう支援する。 

 

・全学年の特性に応じたキ

ャリアガイダンスを計画

的に実施していく。 

・生徒が積極的に見学・体

験等に参加できるよう情

報提供することができた

か。 

 

・卒業生や地域の外部資源

を有効活用し、企画内容

を工夫したキャリアガイ

ダンスを実施することが

できたか。 

・インターンシップに

２年生２名４事業所、

オープンキャンパスに

３年生２名５校に参加

した。 

・昨年卒業した生徒の

進路先（就職２、進学

１）を招いて、有益な

キャリアガイダンスを

行うことができた。 

・より多くの生徒

に、学校見学やイン

ターンシップに参加

できるよう、情報提

供方法を工夫する。 

・企業の人事担当者

様や卒業生の有益な

話が聞けるキャリア

ガイダンスの内容を

拡大して実施する。 

・インターンシップや
オープンキャンパス
への参加実績があ
り、卒業生を招いた
キャリアガイダンス
も有益だった点は評
価できる。今後の課
題として、より多く
の生徒が進路体験に
参加できるよう、情
報提供の工夫や参加
しやすい環境整備が
必要である。 

・オープンキャンパ
スやインターンシ
ップへの参加を積
極的に促した結
果、生徒のキャリ
アに対する意識を
向上させることが
できた。 

・卒業生を招いたキ
ャリアガイダンス
は生徒の進路意識
の向上に特に有益
であった。 

・より多くの生徒 
が進路体験に参
加できるよう、
情報提供の工夫
や参加しやすい
環境整備を検討
する。 

・生徒個々の興味
や適性に応じた
個別進路相談の
充実や地域企業
や卒業生との交
流機会をさらに
拡大する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

・生徒が持続可能な

社会の担い手とし

て活躍できるよ

う、学校を中心に

家庭と地域が一体

となって協働でき

る具体的な方策を

検討・導入する。 

・地域との連携を深化さ

せ、生徒の人間関係形

成能力の向上を図り、

社会参画の意欲と態度

を育成する。 

・地域の資源を有効に活

用し、生徒の防災や安

全に対する意識の向上

を図る。 

・地域貢献活動に加え、社

会見学を新規に設定し、

これらの行事を通して社

会と関わることへの意識

を向上させる。 

・警察や保健所、企業と協

働し、交通安全、防災、

薬物乱用防止など、今日

的課題に対する講演会を

開催する。 

・行事を通して、生徒が社

会の一員であることを自

覚し、行動することがで

きたか。 

・地域との協力関係を築く

ことができたか。また、

地域の教育力を活用する

ことができたか。 

・校外での学校行事に

おける公共交通機関や

訪問施設の利用を通し

て社会との関わりを持

たせることができた。 

・交通安全教室や薬物

乱用防止講演会など、

市役所、警察、保健所

などの外部資源を活用

することができた。 

・生徒減、募集停止

に向けた今後の学校

行事の見直しの中

で、保護者や地域の

方々との関わりをい

かに深めていくかが

課題である。 

・今後も地域資源を

有効に活用し生徒が

安全・安心できる学

校作りに努める。 

・社会見学や講演会を
通じて、生徒が社会
との関わりを体験
し、地域資源を有効
に活用できた点は評
価できる。 

・交通安全教室や薬物
乱用防止講演会が生
徒の意識向上につな
がったことは成果で
ある。 

・今後は募集停止を見
据え、保護者や地域
との関わりを深める
工夫が必要である。 

・地域貢献活動に加
え、社会見学を実
施したことによ
り、生徒の社会と
関わることへの意
識を向上させた。 

・生徒数、募集停止
に向けた今後の学
校行事の精選や保
護者との関わり、
地域資源の有効的
な活用をさらに深
めていくかが課題
である。 

・引き続き交通安
全教室や薬物乱
用防止講座の内
容を充実させ、
今日的課題に対
する意識の向上
を図る。 

・地域ボランティ
ア活動の充実や
地域住民との交
流イベント等を
検討し、生徒の
社会参画意識を
さらに高めてい
く。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・常に安心安全で快

適に学べる学習環

境を維持する。 

・職員が一人ひとり

の生徒に向き合え

る環境を整え、働

き方改革をより促

進する。 

・各学年において清掃活

動をこれまで以上に充

実させる取組を実施

し、学習環境に対する

意識を向上させる。 

・各分掌で担当する個々

の業務内容を新着任者

でも滞りなく対応でき

るようマニュアルを作

成する。 

・定期的に校内・校外の清

掃活動を行い、生徒の学

習環境に対する意識を向

上させる。 

・夜間時の防災体制や不審

者侵入時における校内体

制について改善を図る。 

・職員数減少を見据えた業

務の精選、簡素化を行

う。 

・アンケート等を実施して

生徒の学習環境に対する

意識を向上させることが

できたか検証する。 

・防災体制や不審者侵入時

における校内体制につい

て具体的な改善策が図ら

れたか検証する。 

・各分掌で担当する業務の

精選、簡素化を実施する

ことができたか検証す

る。 

・各学年で定期的に校

内・校外の清掃活動を

行い、学習環境に対す

る意識を向上させるこ

とができた。 

・各分掌で担当する業務

の精選、簡素化を図る

ことができた。 

・防災体制や不審者侵入

時における校内体制に

ついて意識を高めるこ

とができた。 

・生徒数減少に伴い教

育振興費等の予算が

減少している。限ら

れた予算で教育活動

をどのように展開し

ていくか引き続き検

討する必要がある。 

・転落防止の措置によ

り教室の窓の清掃が

困難になり、汚染が

目立っている。 

・定期的な清掃活動や
防災体制の改善によ
り、生徒の学習環境
への意識向上が図ら
れた点は評価でき
る。 

・業務の精選・簡素化
により、新任者でも
対応可能な環境整備
が進んだことも成果
である。 

・限られた予算内で教
育活動を効果的に実
施する工夫が必要で
ある。 

・定期的に校内・外
の清掃活動を行っ
たことで、生徒の
学習環境に対する
意識を向上させ
た。 

・各分掌の業務を精
選、簡素化したこ
とで、新任者でも
対応可能な環境を
整備した。 

・限られた予算内で
効果的に教育活動
を展開していくか
引き続き検討する
必要がある。 

・生徒の主体性を
さらに高めるた
めに、清掃活動
への役割分担
や、防災訓練へ
の生徒参画を検
討する。 

・夜間時における
防災体制や不審
者侵入時におけ
る校内体制につ
いて引き続き検
討を行う。 

・業務の精選、簡
素化をさらに進
め、教職員数減
に対応できるよ
うに校内体制を
整備する。 

 

 


